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　平成 24 年度本科生になり 2 年生に進んだ学生は 19 名お
り、そのうち 5 名が工学研究科所属です（社会基盤工学専
攻 4 名、都市環境工学専攻 1 名）。また、平成 25 年度の予
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粒子法による Large Eddy Simulation の実施に不可欠な
SPS(Sub-Particle Scale) 乱流モデルの提唱など、水工学分
野において粒子法計算を先導的に実施してきました。SPS
乱流モデルによる砕波計算に対して 2004 年、APAC Best 
Paper Award が、粒子法による直立堤越波のシミュレー
ションに対して 2006 年、CEJ Award が授与されています。














CMPS 法、角運動量保存性の欠陥を修正した CISPH 法、
（b）圧力の Poisson 方程式の生成項を改良した HS（Higher-
order Source）、（c）Laplace 演算子の定義に忠実な離散化
を行う HL（Higher-order Laplacian）、（d）projection 法に
おける solenoidal 場への収束性を向上させる ECS（Error 
Compensating Source）、（e）勾配演算子の Taylor 級数適
合性を改善する GC（Gradient Correction）等の新しい手
法を、昨年度まで当研究室に在籍した Abbas Khayyer 博
士（現、応用力学講座准教授）との共同研究として提案し



















人融知湧　Vol. 7 September, 2013
■　6
用され、関連論文 4 編が表 -1 に示すような Scopus 被引用
実績を得ています。 さらに、最近新たに考案した Taylor
級数適合性に基づく DS(Density Smoothing) を導入して、
密度比 1000 レベルの気液混相流計算を粒子法で行った論文
は、Journal of Computational Physics の Download ランキ
































































































































































































































































 （修士課程 1 年　森石　理絵）
スタッフ紹介














































 （修士課程 1 年　吉村　まりな）
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2013 年 4 月 1 日
杉山　友康 採用 社会基盤工学専攻　災害リスクマネジメント工学（JR	西日本）（寄附講座）　特定教授





5 月 21 日　京都、日本経済、読売、産経、毎日、朝日、中日の各新聞、
















Award Winning Papers in 3rd Int’ Conf. on Sustainable 






































■平成 25 年度実施  2 月期入試情報
◦募集種類
　　修 士 課 程： 外国人留学生（外国人別途選考を含む）
　　博士後期課程：第 2 次（4 月期入学）
　　博士後期課程： 外国人留学生（融合工学コース「人間
安全保障工学分野」、10 月期入学）
◦願書受付締切　平成 26 年 1 月 16 日㈭
◦入学試験日程　 平成 26 年 2 月 17 日㈪・18 日㈫または別
途通知
■平成 25 年度実施  8 月期入試情報（結果）
平成 25 年 8 月 5 日㈪・6 日㈫に実施されました。修士課程
の結果は以下の通りです。
　・志願者数 160 名（内、学科外・外国人等 31 名）













Gotoh, H., Okayasu, A. and Watanabe, Y.
World Scientific Publishing Co., 234pp., 2013
名　前 異動内容 所　属
小林　寛明 採用 社会基盤工学専攻　資源工学講座　計測評価工学分野　助教






2013 年 4 月 30 日
Hermelinda PLATA RUBIANO 退職 ジオマネジメント工学講座　国際都市開発分野　特定助教
2013 年 5 月 1 日
清水　美香 採用 防災研究所　社会防災研究部門防災公共政策（国土技術研究センター）研究分野　特定助教
2013 年 6 月 1 日
宮川　愛由 採用 交通マネジメント工学講座　交通行動システム分野　助教
2013 年 8 月 1 日
田中　茂信 採用 都市社会工学専攻　都市国土管理工学講座　地域水環境システム研究分野　教授
Jan-Dirk Schmöcker 採用 都市社会工学専攻　交通マネジメント工学講座　交通情報工学分野　准教授
